



An Analysis of Learning Factors to Promote the Cooperative Effect
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る。研究 1 では，LEGO ブロックを活用した協同学習ワークによる高校生の協同作業認識の測定結果と協同
学習ワークに取り組む生徒の様子から，協同効用を高める学習要因を検討した。高等学校の通常授業の範囲









2 研究 1 目的と方法 
3 研究 1 結果 
4 研究 1 考察と課題 
5 研究 2 目的と方法 



































































































 東海地方の高等学校 1 年生 2 クラス 43 名（男子































は 4 人で構成された（4 人×10 グループ，3 人×1
グループ）。生徒のみで構成される 11 グループに加
え，教員のみで構成されるグループを 1 つ設定した。   





































使用した LEGO ブロック（製品 No.6677，1 ケース
350 個入り）を 6 ケース使用しようとしたが，色種
類・穴数種類が多様なため，そのうちの青，赤，黄，
緑，白，黒，茶色，黄緑，橙のうちから特定の種類









    
    
    
    
    
    
    
     
     
      
 
  
         
       
     
      




































Figure1 ブロックモデル 正面から撮影 
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き 1 点を減点する。 
・正しい場所と正しいブロック種類が設定されてい




所につき 1 点を減点する。 
・主要箇所（1 番上と 1 番下の土台）に色・穴種類
共に正しいブロックが作成されてない場合は 5 点
減点する。 















3 研究１ 結果  
3.1 協同学習グループ獲得得点について 
第 1 回目と第 2 回目の協同学習のワークにおける



















Table1 各グループの第 1 回目と第 2 回目の協同学習ワークの
獲得得点 
  
グループ 1 回目 2 回目 備考 
1 10 26 
2 14 0 時間オーバー 
3 8 18 
4 11 28 
5 16 29 
6 6 28 メンバー3 人 
7 10 25 
8 16 29 
9 15 29 
10 6 23 
11 10 24 
















































































平均値  標準偏差 
ｔ値 
 
協同効用 4.11 (.56） 4.17 （.62） -0.37 n.s. 
個人志向 3.32 （.71） 3.05 （.86） 1.43 n.s. 
互恵懸念 2.41 （.89） 2.35 （.88） 0.26 n.s. 
N＝41，ｄｆ 40   
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されていた者の 2 名を除外して分析を行った。 
 
調査時期 














 講義開始前までに，教室前方に「A」「B」の 2 つ
のモデルブロックを作成して配置した。「A」「B 」
それぞれのモデルには青，赤，黄，緑，白，黒，茶

















が B5 用紙 1 枚の紙面に刷られたものが 2 枚ひとつ
づりになったものを配布した。「事前調査」は授業開










































































































































い」から「5．とてもそう思う」の 5 件法で評定。 
 
 










































Table3 協同認識尺度の下位尺度における事前事後得点の平均値と差  
協同作業認識 
事前 事後 
  t 値 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差   
協同効用 3.48 （.58） 4.25 （.67） -4.16 *** 
個人志向 3.49 （.70） 3.26 （.93） 1.13 n.s. 
互恵懸念 3.14 （.96） 3.06 （.99） 0.35 n.s. 

































 本研究の目的は，研究 1 において，LEGO ブロッ
クを使用した協同作業のワークを通して協同作業認
識の高まりを測定し，協同作業認識向上についての














































の 4 点である。 
①限られた授業時間で協同学習ができるように授
業を構成した。 
研究 1 においては授業時間が 110 分で行われたの








































































































































































（5） 青（2 行 4 列 1 個，2 行 2 列 4 個，2 行 6 列 1 個，4
行 1 列 2 個），赤（2 列穴 2 行 1 個，4 列 1 行 1 個，1
行 1 列 1 個，1 行 6 列 1 個，2 行 4 列 2 個），黄（2 行
1 列 2 個，2 行 2 列 3 個，2 行 4 列 1 個，2 行 3 列 1 個），
緑（2 行 4 列 1 個，2 行 2 列 2 個，1 行 4 列 1 個），白
（2 列穴 2 行 3 個，黒（2 行 4 列 1 個，2 行 3 列 1 個），
茶色（4 行 1 列 1 個，2 行 4 列 1 個，2 行 2 列 1 個），
黄緑（2 行 1 列 1 個，3 行 1 列 1 個，2 行 3 列 1 個），
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